
有効求人倍率の推移（季節調整値）

職業紹介主要指標

23年 10月 23年 9月
前月比
（差）

22年 10月
前年同月比
（差）

１． 6,526 7,045 ▲ 7.4 7,045 ▲ 7.4 

２． 28,123 28,598 ▲ 1.7 29,046 ▲ 3.2 

３． 6,931 7,001 ▲ 1.0 6,093 13.8 

４． 17,365 17,092 1.6 14,908 16.5 

５． 11,237 12,847 ▲ 12.5 12,426 ▲ 9.6 

６． 2,782 2,678 3.9 2,804 ▲ 0.8 

７． 2,668 2,587 3.1 2,641 1.0 

0.60 0.60 0.00 0.49 0.11 

0.62 0.60 0.02 0.51 0.11 

９．就職率 　　 (％) 42.6 38.0 4.6 39.8 2.8 

10．充足率　　　(％) 38.5 37.0 1.5 43.3 ▲ 4.8 

11． 2,287 2,447 ▲ 6.5 2,590 ▲ 11.7 

12． 11,514 11,878 ▲ 3.1 11,983 ▲ 3.9 

13． 4,020 4,433 ▲ 9.3 4,576 ▲ 12.2 

14． 921 877 5.0 992 ▲ 7.2 

15．就職率　　　 (％) 40.3 35.8 4.5 38.3 2.0 

16． 19,715 19,668 0.2 19,468 1.3 

17． 273,273 273,059 0.1 269,531 1.4 

18． 1,890 1,844 2.5 1,893 ▲ 0.2 

19． 1,691 1,687 0.2 1,734 ▲ 2.5 

20． 7,061 7,503 ▲ 5.9 7,351 ▲ 3.9 

21． 732,494 902,701 ▲ 18.9 846,060 ▲ 13.4 

10月の雇用の動き
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求職者1人当たりの有効求人数を示す平成23年10月の【有効求人倍率】(季節調整値)は、３か月連続で0.60倍となった。

【有効求人】は、(季節調整値)前月比で0.8％増、前年同月比で16.5％増（20か月連続)、

【有効求職】は、(季節調整値)前月比で0.8％増、前年同月比で3.2％減 、

【新規求人】は、前年同月比で13.8％増(20か月連続）、【新規求職】は同 7.4％減となった。

【新規求人数】は、一般13.3％（525人）増、パート 14.5％（313人）増、全体で13.8％（838人）増となった。

産業別にみると、建設業が14.2％（54人）、卸売業，小売業が1.3％（15人）増で共に先月減少したが今月再び増加した。宿泊業、飲食サービス業は19.4％（82人）増で16

か月連続、生活関連サービス業、娯楽業は29.5％（61人）増で12か月連続、医療，福祉は46.9％(577人)増で17か月連続の増加となった。製造業は2.9％（21人）減となっ

た。

【新規求職者数】は、一般7.7％（395人）減、パート 6.4％(124人)減、全体で 7.4％(519人)減となった。

“パートを除く常用求職者”を求職時の態様別にみると、無業者は15.2％(74人)増と32か月連続の増加。在職者は7.5％（85人）減、自己都合離職者は4.7％(98人)減少

となった。事業主都合離職者は20.7％（250人）減で23か月連続の減少となった。

また、常用求職者を職業別にみると、「専門的・技術的職業」が2.2％（23人）減、「事務的職業」が9.1%(145人)減、「販売の職業」24.1%（219人）減、「サービスの職業」

4.3%（27人）減、「保安の職業」が39.3%（11人）増、「農林漁業」が25.9%（30人）減、「運輸・通信の職業」が22.4%（66人）減、「生産工程・労務の職業」が21.5%(340人)減と

なった。

“パートを除く常用求職者”を10歳刻みの年齢階層別（6区分）にみると、35～44歳で1.4%(15人)増を除き他の階層は減少した。45歳～54歳で20.4%(187人)減、55～64歳

で13.1%(107人)減、24歳以下で6.6%(55人)減等で全体では7.6%(388人)減となった。

【職業紹介状況】は、紹介件数が9.6％減の 11,237件となり、就職件数は0.8％減の2,782件となった。

うち、パートの紹介件数は 10.6％減の 2,933件となり、就職件数は8.1％減の840件となった。

就職率（対新規求職者）は、2.8ポイント上回って 42.6％となった。

本県の労働市場は、大きな変動要因がなく有効求人倍率(季節調整値)が３か月連続で0.60倍で、前年同月差では0.11ポイント上昇し20か月連続の上昇となった。

新規求職については、前年同月比7.4％減となった。事業主都合離職者は依然減少しており、在職者からの求職者も減少した。無業者からの求職者は依然増加してい

る。一方、新規求人は、前年同月比で製造業が先月３か月振りに増加したが今月再び減少に転じ他8産業で減少した。医療、福祉577人（46.9％）増、サービス業（他に分

類されないもの）290人（53.8％）増、宿泊業、飲食サービス業82人（19.4％）増等で高い伸びとなっており、全体では13.8％増で20か月連続の増加となった。規模別にみる

と、引き続き中小規模事業所からの求人が前年同月比で増加している。今後については、全国の雇用情勢は依然として厳しい状況にあり、円高等景気下振れリスクがあ

ることから本県経済の動き、求人・求職の動向を注視する必要がある。

○非正規労働者の雇止め等状況（30人以上離職予定）については、当月は該当が無かった。
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